
 

公立大学法人熊本県立大学 第１～第３期中期目標の概要              【参考①】 

構成 第１期（2006～2011年度） 第２期（2012～2017年度） 第３期（2018～2023年度） 

冒頭 

(スローガン)地域に生き、世界に伸びる 

(基本目標)※以下の３つの拠点としての大学 

① 21世紀の地域社会を担う人材育成の拠点 

② 地域社会の発展に貢献する知的創造拠点 

③ 県民の学習・交流拠点 

(スローガン)地域に生き、世界に伸びる 

(基本目標)※以下の３つの拠点としての大学 

①地域社会を担う人材育成の拠点 

②地域社会の発展に貢献する知的創造の拠点 

③地域社会における学習・交流の拠点 

(スローガン)地域に生き、世界に伸びる 

(基本目標)※以下の３つの拠点としての大学 

①地域社会を担う人材育成の拠点 

②地域社会の発展に貢献する知的創造の拠点 

③地域社会における学習・交流の拠点 

重点目標  

①教育の質の向上 

②特色ある研究の推進 

③地域貢献活動の更なる推進 

①教育の質の向上 

②熊本地震からの復興支援を含めた地域

に貢献する教育研究の推進 

③グローバル化の推進 

取組目標 

（大項目・中項目） 

① 大学の教育研究等の質の向上 

ⅰ 教育、ⅱ 研究、ⅲ 地域貢献、 

ⅳ 国際交流、ⅴ 学生生活支援 

② 業務運営の改善・効率化 

ⅰ 運営体制の改善、ⅱ 教育組織の見直し 

ⅲ 人事の適正化、ⅳ 事務等の効率化・合

理化 

③ 財務内容の改善 

  ⅰ 自己収入の増加、ⅱ 経費の抑制、 

ⅲ 資産の運用管理の改善 

④ 教育及び研究並びに組織及び運営の状

況について自ら行う点検及び評価 

⑤ 教育及び研究並びに組織及び運営の状

況に係る情報の提供 

⑥ その他業務運営 

 ⅰ 施設設備の整備・活用等 

 ⅱ 安全管理、ⅲ 人権 

① 大学の教育研究等の質の向上 

ⅰ 教育、ⅱ 研究、ⅲ 地域貢献、 

ⅳ 国際化、ⅴ 学生生活支援 

② 業務運営の改善・効率化 

ⅰ 大学運営の改善、ⅱ 教育研究組織

の見直し、ⅲ 人事の適正化、ⅳ 事務等

の効率化・合理化 

③ 財務内容の改善 

  ⅰ 自己収入の増加、ⅱ 経費の抑制 

④ 自己点検・評価及び情報提供 

 ⅰ 評価の充実 

ⅱ 情報公開・情報発信等の推進 

⑤ その他業務運営 

 ⅰ 施設設備の整備・活用等 

 ⅱ 安全管理、ⅲ 人権 

① 大学の教育研究等の質の向上 

ⅰ 教育、ⅱ 研究、ⅲ 地域貢献、 

ⅳ 国際交流 

② 業務運営の改善・効率化 

ⅰ 大学運営の改善 

ⅱ 教育研究組織の見直し 

ⅲ 人事、ⅳ 事務等の効率化・合理化 

③ 財務内容の改善 

  ⅰ 自己収入の増加、ⅱ 経費の抑制 

④ 自己点検・評価及び情報提供 

 ⅰ 評価の充実 

ⅱ 情報公開・情報発信等の推進 

⑤ その他業務運営 

 ⅰ 施設設備の整備・活用等 

 ⅱ 安全管理、ⅲ 人権 


